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研 究

敗⾎症における凝固と炎症の密接な関係を研究し、重症化を
抑制するためには、感染制御とともに凝固異常対策が重要で
あることを明らかにしました

順天堂⼤学⼤学院医学研究科救急・災害医学研究室では、これまで
敗⾎症、特に敗⾎症性臓器障害における炎症と凝固の関係について
国内外の研究機関と共同で基礎的、あるいは臨床的な研究を⾏なっ
てきました。研究室の射場敏明教授は、⽇本版敗⾎症診療ガイドラ
イン2020(J-SSCG2020)の委員として作成に携わっています。また
DIC研究に関しては、国際⾎栓⽌⾎学会のDIC標準化委員⻑として、
敗⾎症におけるDIC準備状態であるSepsis-induced coagulopathy 
(SIC)の定義や診断基準の策定を⾏なってきました。さらに最近では、
外傷性凝固異常の(Trauma-induced coagulopathy, TIC)に関するコ
ンセンサスガイダンスを発表しています。他にもCOVID-19における
⾎栓症(COVID-19-associated coagulopathy, CAC)については、そ
の診断・管理マニュアルの作成を担当しています。そしてこれらの
成果は、国際⾎栓⽌⾎学会の機関誌であるJ Thrombosis and 
Haemostasis誌（2020年4⽉27⽇付）やLancet Haematology誌
（2020年5⽉11⽇付）などに掲載されています。

主な研究テーマ

主な研究内容スタッフ

1.敗⾎症の病態⽣理、診断及び治療
2.DIC(播種性⾎管内凝固)の病態⽣理、診断、

及び治療
3.COVID-19関連凝固異常の診断と治療担当教授 射場敏明
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Reseach

The tight connection between inflammation and 
coagulation in sepsis has been studied and the 
important role of anticoagulation was revealed.

The connection between inflammation and coagulation has 
been the research focus of the Department of Emergency and 
Disaster Medicine. Prof. Toshiaki Iba is a committee member of 
the Japanese Guidelines for Sepsis Management 2016 and 
2020 (J-SSCG2016&2020) and is currently working on the 
update. He has established the diagnostic criteria for the 
sepsis-induced coagulopathy(SIC) as a chairman of the 
Scientific Standardization Committee of the International 
Society on Thrombosis and Haemostasis(ISTH/SSC). In 
addition, he and ISTH/SSC released the international guidance 
for the COVID-19-associated coagulopathy(CAC). The above 
achievements are published in the J Thrombosis and 
Haemostasis(April 2020), Lancet Haematology(May 2020), and 
other major journals. Prof. Iba is currently working as a 
member of the WHO advisory group on therapeutic 
prioritization for COVID-19.

Main Research Subjects

Research HighlightsStaff

1.Pathophysiology of sepsis
2.Management of DIC(disseminated 

intravascular coagulation) 
3.COVID-19-associated coagulopathy Toshiaki Iba
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国内学会発表 32 ⽯原 唯史, 末吉 孝⼀郎, 近藤 豊, 松⽥ 繁, 岡本 健, ⽥中 裕. ⼩児傷病者の病院前救護と診療における課題 Rapid response carによる重症⼩児救急患者の6年間の搬送
実績と課題. 第23回⽇本臨床救急医学会. 2020年8⽉

国内学会発表 33 三好ゆかり、末吉孝⼀郎、沼⽥賢治、中村有紀 、⽯原唯史 、平野洋平、近藤豊、松⽥繁 、岡本健、⽥中裕, バルプロ酸徐放剤過量内服により ⾼アンモニア⾎症及びカルニチン⽋
乏 を呈した⼀例, 第42回⽇本中毒学会総会・学術集会, Web開催, 2020年9⽉7⽇-9⽉20⽇

国内学会発表 34 近藤 豊, 敗⾎症に対する抗菌薬治療のエビデンス解説, 第47回⽇本集中治療医学会学術集会, 2020年3⽉

国内学会発表 35 近藤 豊, 適切な集中治療を意識した熱中症病態の把握, 第47回⽇本集中治療医学会学術集会, 2020年3⽉

国内学会発表 36 近藤 豊, ⼩児敗⾎症のエビデンス解説, 第47回⽇本集中治療医学会学術集会, 2020年3⽉

国内学会発表 37 近藤 豊, まずは研究をはじめてみよう【研究テーマの選び⽅から研究計画⽴案】,第48回⽇本救急医学会学術集会, 2020年11⽉



国内学会発表 38 池上さや、近藤　豊、中村有紀、牧　千佳、松⽥　繁、岡本　健、⽥中　裕. 軽微な受傷機転により右横隔膜損傷、⼤量⾎胸を来した⼀例. 第48回⽇本救急医学会学術集会,
2020年11⽉

国内学会発表 39 志⾺　伸朗，細川　直登，久保　健児，伊藤　健太，近藤　　豊，吉村　旬平，原　　直⼰，⾼橋　　希. 抗菌薬治療、第48回⽇本救急医学会学術集会, 2020年11⽉



国内学会発表 40 川崎　達也，志⾺　伸朗，井⼿健太郎，⽯原　唯史，伊藤　雄介，稲⽥　　雄，川⼝　　敦，近藤　　豊，⾕　　昌憲，古薗　弘隆，松⽯雄⼆郎，三浦　慎也. ⼩児　第48
回⽇本救急医学会学術集会, 2020年11⽉

国内学会発表 41 中村　謙介，丸島　愛樹，近藤　　豊，中本　英俊，福⽥　　有，⽶川　　⼒, 朝⾒　正宏，⾦⼦　純也，星⼭　栄成，井上　貴昭. てんかん重積に対するレベチラセタムとホスフェ
ニトインの有効性の⽐較︓多施設前向き無作為化⽐較試験 IENE ECT with LIFE、第48回⽇本救急医学会学術集会, 2020年11⽉

国内学会発表 42 熊川　靖章，近藤　　豊，末吉孝⼀郎，⽵内　悠⼆，⼯藤　智博，岡本　　健，⽥中　　裕. 腹部刺創による下⼤静脈損傷に対し，REBOA（Resuscitative endovascular
balloon occlusion of the aorta）を使⽤し救命した⼀例 第34回⽇本外傷学会　2020年12⽉

国内学会発表 43 ⽯原唯史, Rapid response Carによる重症⼩児救急患者の6年間の搬送実績と課題, ⽇本臨床救急医学会, 東京, 2020.8.26

国内学会発表 44 ⽯原唯史, 千葉県における重症⼩児救急患者の診療体制の構築, ⽇本救急医学会, 岐⾩, 2020.11.18

区分 番号 講演者名, 講演タイトル, 学会名, 場所, 発表年⽉⽇等 国際共同

特別講演・
招待講演 1 加来浩器　教授　防衛医科⼤学校　輸⼊感染症　順天堂⼤学医学部附属静岡病院　2020年1⽉26⽇

特別講演・
招待講演 2 ⽵内郁⼈　「ヘビに咬まれた時・ハチに刺された時、あなたはどうしますか︖」　順天堂⼤学医学部附属静岡病院　2020年2⽉14⽇

特別講演・
招待講演 3 ⽥村格 ⾃衛隊佐世保病院副院⻑　COVID-19 ⾃衛隊中央病院での経験から得られた教訓.　順天堂⼤学医学部附属静岡病院　2020年

区分 番号 研究者名, 活動の名称（執筆、出演、受賞等）, 執筆や出演の媒体（賞の主催者等）,年⽉⽇等 国際共同

その他
（広報活動を含む）

1 柳川洋⼀　テレビ静岡　2020年3⽉11⽇　東⽇本⼤震災から9年 復興計画・医療体制

その他
（広報活動を含む）

2 Sueyoshi K, Hayashi A. Kendo in the Age of COVID-19 (Part 1) | Kendo Jidai International     https://kendojidai.com/2020/12/28/kendo-in-the-age-
of-covid-19-part-1/

その他
（広報活動を含む）

3 近藤　豊、テレビ出演、イブニング信州（NHK）、2020年8⽉27⽇

その他
（広報活動を含む）

4 近藤　豊、動画出演、朝⽇新聞デジタル, 2020年7⽉9⽇

その他
（広報活動を含む）

5 近藤　豊、メディア掲載（商業雑誌）、Precio, 2020年3⽉31⽇
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